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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 7,807 △11.1 447 81.0 377 615.1 △138 ―

23年3月期第2四半期 8,781 △11.4 247 △39.8 52 △73.7 △3,023 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △144百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △3,046百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △16.10 ―

23年3月期第2四半期 △351.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 29,950 1,102 2.7
23年3月期 32,600 1,250 3.0

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  804百万円 23年3月期  966百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,950 △9.8 320 ― 50 ― △200 ― △23.28



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信3ページ「連結業務予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 8,670,080 株 23年3月期 8,670,080 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 81,126 株 23年3月期 80,586 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 8,589,341 株 23年3月期2Q 8,590,520 株
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東日本大震災直後の観光業界は、全国的な消費者の支出抑制行動と訪日外国人の激減により収益環境

が急速に悪化しました。 

当第２四半期連結累計期間においては、原子力発電所事故の帰趨の不確実さと空前の円高傾向が重な

り、訪日外国人は依然として対前年同月比で大幅な減少を続けていますが、邦人の国内旅行及びホテル

等への宿泊はゴールデンウィーク頃から徐々に回復をみせ、７月以降の夏季営業期間には地域によって

は、対前年同月比で若干の増加を示す所もあり、全国的には依然として震災前の水準を下回ってはいる

ものの、その減少幅は縮小してきております。 

こうした状況のなか、主力である観光ホテル及びビジネスホテルにおきましては、客単価及び宿泊客

が減少し、当第２四半期連結会計期間の宿泊客総数は681,151人（前年同期比9.3％の減少）となり、営

業収益は7,807百万円（前年同期比11.1％の減少）となりましたが、人件費及び水道光熱費等の抑制と

販売促進費等の削減により、営業利益は447万円（前年同期比81.0％の増加）となりました。 

営業外損益は、営業外収益が188百万円（前年同期比110.9％の増加）となり、営業外費用が258百万

円（前年同期比8.9％の減少）となった結果、経常利益は377百万円（前年同期は52百万円の経常利益）

となりました。 

 特別損益は、北海道地区のホテルエメラルドを譲渡したことにより、固定資産売却益140百万円を特

別利益に計上し、近畿地区のホテル川久について将来の回収可能性を検討した結果、584百万円の減損

損失を特別損失に計上したこと等により、四半期純損失は138百万円（前年同期は3,023百万円の四半期

純損失）となりました。 

セグメントの状況は次のとおりであります。 
  

北海道地区の観光ホテルは当社グループの基盤となっており、訪日外国人及び主要販売チャネルで

あるエージェントからの集客が少しずつ増加しておりましたが、洞爺パークホテル・ホテルエメラル

ドの休館により営業収益は大きく減少しました。洞爺パークホテルにつきましては、洞爺地区の２館

体制を洞爺サンパレスに集約する為に平成23年５月１日より休館しております。またホテルエメラル

ドにつきましては、阿寒地区の２館体制をニュー阿寒ホテルに集約する為に平成23年７月１日より休

館し、平成23年９月30日付けで譲渡をしております。 

この結果、営業収益は2,999百万円（前年同期比22.1％減少）、営業損失は91百万円（前年同期は

98百万円の営業損失）となりました。 

東北地区の観光ホテルは、ホテル瑞鳳が震災直後から平成23年４月28日の間、施設の復旧のために

営業休止をしたことにより、営業収益が減少しておりましたが、復興支援団体等の大幅な受注増と宮

城県内及び県外の宿泊及び日帰りの利用者の増加により営業収益及び営業利益は増加しております。

この結果、営業収益は1,471百万円（前年同期比4.5％増加）、営業利益は215百万円（前年同期は2

百万円の営業利益）となりました。 

南紀白浜の観光ホテルにつきましては、当初、震災の影響は軽微であり営業収益・営業利益共にほ

ぼ横ばいで推移しましたが、９月に入り２度の台風が直撃した事により、キャンセルが多く発生し、

業績に多大な影響を受けることとなりました。 

この結果、営業収益は1,560百万円（前年同期比3.1％減少）、営業利益は50百万円（前年同期比

40.4%減少）となりました。 

震災の影響を乗り越え、研修・セミナー部門で持ち直してきており、営業収益は予算を達成するも

前年に届かず減収となり、営業利益は人件費等のコントロールにより増益で推移しました。 

この結果、営業収益は1,636百万円（前年同期比7.3％減少）、営業利益は263百万円（前年同期比

9.2％増加）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 北海道地区

② 東北地区

③ 近畿地区

④ ビジネス部門
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当第２四半期連結会計期間末の総資産は、主に長期借入金返済及び社債の償還に伴い現金及び預金が

減少したことにより、前連結会計年度末と比べ2,649百万円減少し、29,950百万円となりました。 

負債は長期借入金（一年内返済予定長期借入金を含む）の返済及び社債(一年内償還予定の社債を含

む)の償還等により2,501百万円減少し、28,847百万円となりました。  

純資産は減損損失等の計上により利益剰余金等が148百万円減少し、1,102百万円となりました。  
  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末と比較して1,289百万円減少し620百万円となりました。 

営業活動の結果得られた資金は、795百万円(前年同四半期連結累計期間は901百万円の収入)となりま

した。 

主な要因は、売上債権の増加額が252百万円あったものの、仕入債務の増加額153百万円及び減損損失

584百万円の計上があったことによるものであります。 

投資活動の結果得られた資金は、225百万円(前年同四半期連結累計期間は178百万円の支出)となりま

した。 

主な要因は、有形有固定資産の取得による支出が186百万円ありましたが、投資有価証券の売却によ

る収入が200百万円及び有形固定資産の売却による収入が212百万円あったことによるものであります。

財務活動の結果使用した資金は、2,310百万円(前年同四半期連結累計期間は1,123百万円の支出)とな

りました。 

主な要因は、短期借入金及び長期借入金の返済による支出が2,074百万円及び社債の償還による支出

が225百万円あったことによるものであります。  

  

平成24年３月期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の動向を踏まえ、通常の業績

予想を以下の通り修正しております。詳細は平成23年11月４日公表の「業績予想の修正及び特別利益、

特別損失の計上に関するお知らせ」を御参照下さい。 
  

 （平成23年４月１日～平成24年３月31日）                                     (単位：百万円） 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（キャッシュ・フローの状況）

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

（３）連結業績予想に関する定性的情報

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

1株当たり 
当期純利益

 円 銭

前回発表予想（Ａ） 14,123 △46 △503 △683 △79 52

今回修正予想（Ｂ） 14,950 320 50 △200 △23 28

増減額（Ｂ－Ａ） 827 366 553 483 - -

増減率（％） 5.9 - - - - -

（ご参考）前期実績
（平成23年３月期）

16,579 △29 △429 △4,647 △541 01
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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当社グループは、第57期（平成21年３月期）以降、経常損失の計上と減損損失等の特別損失の計上が継

続し、３期連続して多額の当期純損失を計上したことに伴い、純資産が減少し続けております。この結

果、第57期末（平成21年３月期末）以降、当社グループが借入しているシンジケートローンの財務制限条

項への抵触とシンジケートローンの期限の利益の継続同意による解消を繰り返しており、前連結会計年度

末においてもシンジケートローンについて財務制限条項に抵触しております。当第２四半期連結会計期間

において、財務制限条項に抵触したシンジケートローンについて期限の利益の継続同意を得ましたが、こ

のうち当社のシンジケートローン9,541,250千円の満期日が１年以内となっております。当該状況によ

り、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは、当該状況を解消し又は改善すべく、11ページ「（４）継続企業の前提に関する注記」

に記載のとおり、平成23年４月に経営改善計画（修正計画書）を作成しました。この修正計画書に基づ

き、海外からの旅行者の減少が予想される北海道の洞爺・阿寒地区については、各地区２館体制から１館

体制にすることにより経営資源の集約・効率化を図り、直接被災した仙台地区２館については、原発事故

の風評被害の影響を復興需要の取り込み等によりカバーする施策を実行し、更に、有利子負債の圧縮を企

図して、一部のホテルの売却も実行しております。 

修正計画書、一部のホテルの売却及びこれに基づく当連結会計年度の資金繰りについては、当社グルー

プのメインバンクである株式会社北海道銀行並びに同行を含むシンジケートローンの主幹事行にもご理解

をいただき、今後も融資継続の姿勢に変わりないと考えております。また、１年以内に満期日が到来する

当社のシンジケートローンについては「満期日の延長に関する条項」に基づき満期の延長を含め、主幹事

行と協議を進める予定です。 

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,909,733 620,588

売掛金 401,175 653,502

商品及び製品 55,852 53,168

原材料及び貯蔵品 73,887 75,792

繰延税金資産 34,135 23,608

未収法人税等 12,274 6,744

その他 199,836 273,641

貸倒引当金 △3,375 △4,035

流動資産合計 2,683,518 1,703,011

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 72,936,329 68,728,997

減価償却累計額及び減損損失累計額 △54,157,401 △51,064,725

建物及び構築物（純額） 18,778,927 17,664,272

機械装置及び運搬具 677,589 669,350

減価償却累計額及び減損損失累計額 △646,333 △639,693

機械装置及び運搬具（純額） 31,256 29,656

土地 9,500,485 9,245,094

その他 4,438,372 4,356,775

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,022,001 △3,964,870

その他（純額） 416,371 391,904

有形固定資産合計 28,727,040 27,330,928

無形固定資産

のれん 536,814 518,087

その他 107,321 89,574

無形固定資産合計 644,135 607,662

投資その他の資産

投資有価証券 329,334 114,385

繰延税金資産 21,674 23,211

その他 167,997 148,080

貸倒引当金 △20,482 △20,482

投資その他の資産合計 498,524 265,195

固定資産合計 29,869,700 28,203,786

繰延資産

社債発行費 46,950 43,426

繰延資産合計 46,950 43,426

資産合計 32,600,169 29,950,223
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 433,008 586,806

短期借入金 4,050,000 3,650,000

1年内償還予定の社債 451,000 451,000

1年内返済予定の長期借入金 2,567,150 10,779,650

未払金 967,594 945,517

未払法人税等 79,210 42,236

未払消費税等 32,397 77,995

繰延税金負債 262 －

役員賞与引当金 － 2,062

その他 517,965 538,308

流動負債合計 9,098,588 17,073,575

固定負債

社債 3,461,500 3,236,000

長期借入金 17,178,348 7,291,841

繰延税金負債 376,413 356,452

退職給付引当金 322,763 319,191

負ののれん 44,325 41,555

資産除去債務 767,381 443,116

その他 99,861 86,212

固定負債合計 22,250,593 11,774,369

負債合計 31,349,182 28,847,944

純資産の部

株主資本

資本金 2,454,940 2,454,940

資本剰余金 2,182,984 2,182,984

利益剰余金 △3,614,574 △3,752,856

自己株式 △82,015 △82,066

株主資本合計 941,334 803,000

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 24,738 1,182

その他の包括利益累計額合計 24,738 1,182

少数株主持分 284,915 298,095

純資産合計 1,250,987 1,102,279

負債純資産合計 32,600,169 29,950,223
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業収益 8,781,843 7,807,915

営業費用 8,534,470 7,360,138

営業利益 247,372 447,776

営業外収益

受取利息 441 179

受取配当金 7,219 7,065

受取地代家賃 32,396 31,728

負ののれん償却額 2,770 2,770

受取保険金 12,889 99,207

その他 33,657 47,569

営業外収益合計 89,375 188,520

営業外費用

支払利息 262,751 241,796

社債発行費償却 4,416 3,524

その他 16,784 13,449

営業外費用合計 283,952 258,771

経常利益 52,794 377,525

特別利益

投資有価証券売却益 － 25,152

貸倒引当金戻入額 94 －

固定資産売却益 － 140,985

特別利益合計 94 166,138

特別損失

固定資産除却損 1,496 24,530

固定資産売却損 － 18,903

減損損失 2,594,870 584,119

投資有価証券売却損 151 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 390,020 －

その他 5,565 －

特別損失合計 2,992,104 627,553

税金等調整前四半期純損失（△） △2,939,215 △83,889

法人税、住民税及び事業税 68,104 32,739

法人税等調整額 37 4,753

法人税等合計 68,142 37,493

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,007,357 △121,382

少数株主利益 16,383 16,899

四半期純損失（△） △3,023,740 △138,282
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,007,357 △121,382

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △38,895 △23,555

その他の包括利益合計 △38,895 △23,555

四半期包括利益 △3,046,252 △144,938

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,062,636 △161,838

少数株主に係る四半期包括利益 16,383 16,899
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,939,215 △83,889

減価償却費 788,657 568,590

減損損失 2,594,870 584,119

のれん償却額 15,955 15,955

貸倒引当金の増減額（△は減少） △94 659

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,909 △3,572

賞与引当金の増減額（△は減少） 56,532 △7,134

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5,870 2,062

受取利息及び受取配当金 △7,661 △7,244

支払利息 262,751 241,796

投資有価証券売却損益（△は益） 151 △25,152

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 390,020 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △122,082

有形固定資産除却損 1,496 24,530

売上債権の増減額（△は増加） △7,057 △252,327

たな卸資産の増減額（△は増加） 102 778

仕入債務の増減額（△は減少） 78,265 153,798

未払消費税等の増減額（△は減少） △227 45,597

その他の資産・負債の増減額 △120,942 △41,940

小計 1,135,385 1,094,546

利息及び配当金の受取額 7,707 7,244

利息の支払額 △272,164 △241,687

法人税等の支払額 △21,278 △64,184

法人税等の還付額 51,637 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 901,288 795,920

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30,000 －

有形固定資産の取得による支出 △150,147 △186,145

有形固定資産の売却による収入 － 212,552

有形固定資産の除却による支出 △39 △2,384

投資有価証券の売却による収入 4,748 200,559

貸付けによる支出 △3,100 △389

その他 357 985

投資活動によるキャッシュ・フロー △178,181 225,177

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △400,000

長期借入れによる収入 1,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,587,000 △1,674,007

社債の償還による支出 △225,500 △225,500

自己株式の取得による支出 △74 △51

少数株主への配当金の支払額 △4,875 △3,718

その他 △6,339 △6,966

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,123,789 △2,310,243

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △400,682 △1,289,145

現金及び現金同等物の期首残高 2,263,068 1,909,733

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,862,386 620,588

カラカミ観光㈱（9794）平成24年３月期　第２四半期決算短信

- 10 -



当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

当社グループは、第57期（平成21年３月期）以降、経常損失の計上と減損損失等の特別損失の計上が

継続し、３期連続して多額の当期純損失を計上したことに伴い、純資産が減少し続けております。この

結果、第57期末（平成21年３月期末）以降、当社グループが借入しているシンジケートローンの財務制

限条項への抵触とシンジケートローンの期限の利益の継続同意による解消を繰り返しており、前連結会

計年度末においてもシンジケートローンについて財務制限条項に抵触しております。当第２四半期連結

会計期間において、財務制限条項に抵触したシンジケートローンについて期限の利益の継続同意を得ま

したが、このうち当社のシンジケートローン9,541,250千円の満期日が１年以内となっております。当

該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは、当該状況を解消し又は改善すべく、平成21年11月に策定した「経営改善計画～New

Karakami Project～」に基づく（1）北海道地区ホテルのオペレーション見直しや地区単位での営業基

盤強化などによる収益力強化、（2）有利子負債の圧縮や資金繰りの安定化などによる財務体質強化、

（3）組織体制の見直しや従業員モチベーションの向上などによる組織力強化に加えて、東日本大震災

及び東京電力福島第一原子力発電所事故の影響を最小限に食い止めるため、平成23年４月に損益計画を

中心に大幅に見直した経営改善計画(修正計画書)を作成いたしました。この修正計画書に基づき、海外

からの旅行者の減少が予想される北海道の洞爺・阿寒地区については、各地区２館体制から１館体制に

することにより経営資源の集約・効率化を図り、直接被災した仙台地区２館については、原発事故の風

評被害の影響を復興需要の取り込み等によりカバーする施策を実行し、更に、有利子負債の圧縮を企図

して、一部のホテルの売却も実行しております。 

修正計画書、一部のホテルの売却及びこれに基づく当連結会計年度の資金繰りについては、当社グル

ープのメインバンクである株式会社北海道銀行並びに同行を含むシンジケートローンの主幹事行にもご

理解をいただき、今後も融資継続の姿勢に変わりないと考えております。また、１年以内に満期日が到

来する当社のシンジケートローンについては「満期日の延長に関する条項」に基づき満期の延長を含

め、主幹事行と協議を進める予定です。 

しかし、メインバンクを中心とした主要金融機関との交渉は今後本格化するものであり、当社グルー

プが資産超過を維持することを前提とした修正計画書においても東日本大震災等の影響が想定を超える

可能性があるため、現時点では継続企業に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

カラカミ観光㈱（9794）平成24年３月期　第２四半期決算短信

- 11 -



  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ施設運営事業、レスト

ラン事業、保険取扱代理店業及び広告代理店業等を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額24,007千円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「北海道地区」セグメントにおいて、地区内２ヶ所におきまして、営業収益が大幅に低下したこと等に

より減損損失を計上しております。 

なお、当該減損損失の計上額は、前第２四半期連結累計期間において2,594,870千円であります。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ施設運営事業、レスト

ラン事業、保険取扱代理店業を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額14,080千円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 
  

 該当事項はありません。 

（５）セグメント情報等

  (単位：千円)

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）３
北海道
地区

東北
地区

近畿
地区

ビジネス
部門

計

売上高

外部顧客への 
売上高

3,852,733 1,408,361 1,609,929 1,765,871 8,636,896 144,947 8,781,843 － 8,781,843

セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高

－ － － － － 77,807 77,807 △77,807 －

計 3,852,733 1,408,361 1,609,929 1,765,871 8,636,896 222,754 8,859,650 △77,807 8,781,843

セグメント利益 
又は損失（△）

△98,993 2,083 84,483 240,883 228,456 △5,091 223,365 24,007 247,372

  (単位：千円)

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）３
北海道
地区

東北
地区

近畿
地区

ビジネス
部門

計

売上高

外部顧客への
売上高

2,999,394 1,471,851 1,560,582 1,636,156 7,667,985 139,930 7,807,915 － 7,807,915

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － － 14,887 14,887 △14,887 －

計 2,999,394 1,471,851 1,560,582 1,636,156 7,667,985 154,817 7,822,802 △14,887 7,807,915

セグメント利益
又は損失（△）

△91,887 215,014 50,380 263,141 436,649 △2,953 433,696 14,080 447,776

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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